
船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年１０月２８日 ０７時００分頃 

発生場所 長崎県対馬市上対馬
か み つし ま

町小鹿
お し か

東岸 

 対馬一重港沖防波堤南灯台から真方位２１１°１,１００ｍ付近 

 （概位 北緯３４°３１.２′ 東経１２９°２６.８′） 

事故の概要  漁船漁栄
りょうえい

丸は、航行中、浅瀬に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和８年１月２８日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 漁栄丸、１６トン 

 ＮＳ２－１５６３９（漁船登録番号）、個人所有 

 第２９０－４７１８７号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 船首部船底に凹損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約１.０ｍ、潮汐 上げ潮の初期 

 事故の経過  本船は、船長ほか２人が乗り組み、対馬の東方約１５海里沖でいか
．．

一本釣り漁を終えて、船長は、対馬市志多賀漁港で水揚げしようと思

い、本船の航行を開始した。 

船長は、レーダー及びＧＰＳプロッターを作動させ、操舵室右舷側

の操縦席に腰を掛けて自動操舵で単独で操船に当たり、本船を約１０

ノットの対地速力で西進させた。 

船長は、本船が西進中、操業中の漁船や航行中の大型船を５、６隻

避けて周囲に他船を見掛けなくなったので、見張りのために開けてい

た操舵室の窓を閉めた後、いつしか居眠りした。 

船長は、衝撃を受けて目覚め、本船が小鹿付近の浅瀬（以下「本件

浅瀬」という。）に乗り揚げたことに気付いた。その後、主機操縦レ

バーを後進にかけて本船を離礁させた。 

船長は、本船に負傷者がおらず、また、本船の損傷が軽微であり航

行に支障がなかったことから、本船を自力で志多賀漁港へ入港させ

た。 

船長は、負傷者がおらず、また、本船の損傷が軽微であったので、

本事故の発生を海上保安庁に通報しなかった。 

（図１ 参照） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

 船長は、ふだん山口県下関市特牛
こっとい

港を出入航して同港近くの漁場で

操業しており、本事故前日、疲労の蓄積や体調不良は感じていなかっ

た。 

 船長は、本事故前日の１３時頃に特牛港を出発し、２３時頃から約

２時間仮眠を取った。本事故当日、乗組員の１人を対馬に連れて行く

用事があったので、ふだんと異なる漁場で操業し、早めに操業を終え

て志多賀漁港に向かった。ふだんより１、２時間短い仮眠時間であっ

たが、本船の西進中、眠気や疲れを感じていなかった。 

 本船の喫水は、船首約０.４ｍ、船尾約１.５ｍであった。 

分析  船長は、操業中の漁船や航行中の大型船を５、６隻避けて周囲に他

船を見掛けなくなり緊張感が取れたこと、また、操舵室の窓を閉めた

ことで操舵室内が静かになったことから、居眠りした可能性が考えら

れる。 

 このため、本船は、自動操舵で西進中、船長が居眠りしたことか

ら、本件浅瀬に乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が自動操舵で西進中、船長が居眠りしたため、本船

が本件浅瀬に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・単独で操船する船長は、操船中の居眠りを防ぐため、又は、眠気

を解消するため、立って操船したり、体を動かしたり、外気に当

たったりすること。 

・漁船の船舶所有者は、船長等が単独で操船することが多い場合に

は、居眠り防止のための警報装置を設置することが望ましい。 

・船長は、船舶事故が発生した場合、速やかに海上保安庁に通報す

ること。 

 

事故発生場所 

（令和７年１０月２８日 

０７時００分頃発生） 

上対馬町小鹿 

 
志多賀漁港 

対馬市 

対馬一重港沖防

波堤南灯台 


